
 

 

 

   

   

   

   

１年生の国語の学習のようすです。 

新出漢字の学習をがんばっていました。 

 

新しい漢字を教わった後は 

ドリルに繰り返し字を書いていました。 

ドリルに文字を書き終えた子は 

他の子が終わるまで 

何度も繰り返し「空書き」をしていました。 

 

すき間の時間を作らずに 

上手に勉強をしていました。 

みんなで一緒に学習する際には 

その漢字を使って 

どのような言葉を作ることができるのかも 

考えていました。 

このような学習の積み重ねが 

子どもたちの語彙量を増やしていきます。 


